
(57)【要約】

【課題】　プロセッサ内の送風装置を用いて、スコープ

内を適温に保つ内視鏡装置を提供する。

【解決手段】　プロセッサ３０内の冷却ファンが送風す

る、光源を冷却するための風を、スコープ２０に送り込

む。矢印Ａが示すように、風がスコープ２０内のＤＳＰ

基板２８の表面に沿って進むように、ＤＳＰ基板２８を

配置する。さらに、風がＤＳＰ基板２８から離れること

を防ぐために、ＤＳＰ基板２８に平行な整流板を設け、

スコープ２０の上面２０Ｕには、風を外部に逃がすため

のスコープ側排気口５２を設ける。風が、ＤＳＰ基板２

８の表面にて生じる熱を効率的に放熱し、ＤＳＰ基板２

８を冷却するため、スコープ２０内は適温に保たれる。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 送 風 手 段 と 、 前 記 送 風 手 段 に よ る 風 を 外 部 に 排 出 す る た め の 第 １ の 排 気 口 を 有 す る プ ロ
セ ッ サ と 、
　 前 記 第 １ の 排 気 口 を 通 過 し た 風 を 受 け 入 れ る た め の 通 気 口 と 、 前 記 風 が 通 過 す る 領 域 で
あ る ス コ ー プ 側 空 間 領 域 に 配 置 さ れ た 電 子 回 路 基 板 と を 有 し 、 か つ 前 記 プ ロ セ ッ サ に 着 脱
自 在 に 取 付 け ら れ る ス コ ー プ と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、
　 前 記 送 風 手 段 に よ る 風 を 外 部 に 排 出 す る 第 ２ の 排 気 口 と 、
　 前 記 風 が 前 記 第 １ の 排 気 口 と 前 記 第 ２ の 排 気 口 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 進 む よ う に 、 前 記 風
の 進 行 方 向 を 分 岐 す る 風 向 フ ィ ル タ と
　 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ が 、
　 被 写 体 を 照 明 す る た め の 光 を 照 射 す る 光 源 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 光 源 が 、 前 記 風 向 フ ィ ル タ か ら 前 記 第 ２ の 排 気 口 に 向 か う 前 記 風 が 通 過 す る 領 域 で
あ る プ ロ セ ッ サ 側 空 間 領 域 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 排 気 口 と 前 記 通 気 口 と が 、 前 記 ス コ ー プ が 前 記 プ ロ セ ッ サ に 取 付 け ら れ た 際
に 互 い に 対 向 す る よ う に 、 そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 送 気 口 と 前 記 通 気 口 と が 略 同 一 形 状 で あ り 、 前 記 ス コ ー プ が 前 記 プ ロ セ ッ サ
に 取 付 け ら れ た 際 に 、 前 記 第 １ の 送 気 口 と 前 記 通 気 口 と が 重 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 送 風 手 段 を 有 す る プ ロ セ ッ サ に 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 内 視 鏡 装 置 の ス コ ー プ で あ っ て
、
　 前 記 送 風 手 段 に よ る 風 を 受 け 入 れ る た め の 通 気 口 と 、
　 前 記 通 気 口 か ら の 風 が 通 過 す る 領 域 で あ る ス コ ー プ 側 空 間 領 域 に 配 置 さ れ た 電 子 回 路 基
板 と 、
　 前 記 ス コ ー プ 側 空 間 領 域 を 通 過 し た 風 を 外 部 に 排 出 す る ス コ ー プ 側 排 気 口 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 子 回 路 基 板 が 、 前 記 通 気 口 を 通 過 し た 風 が 進 む 方 向 に 平 行 に 配 置 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 通 気 口 を 通 過 し た 風 の 進 む 方 向 に 平 行 な 整 流 板 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ に 記 載 の ス コ ー プ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 通 気 口 を 通 過 し た 風 が 、 前 記 ス コ ー プ 側 排 気 口 に 向 か っ て 進 む よ う に 、 前 記 風 の 進
行 方 向 を 変 え る た め の 風 向 偏 向 板 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ス コ
ー プ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス コ ー プ 側 排 気 口 が 、 前 記 ス コ ー プ に お い て 前 記 通 気 口 が 設 け ら れ て い る 面 と は 異
な る 面 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ス コ ー プ が 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ で あ っ て 、
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　 送 風 手 段 と 、
　 前 記 送 風 手 段 に よ る 風 を 外 部 に 排 出 す る た め の 排 気 口 と
　 を 備 え 、 前 記 排 気 口 が 、 前 記 ス コ ー プ が 前 記 プ ロ セ ッ サ に 取 付 け ら れ た 際 に 前 記 ス コ ー
プ に 対 向 す る こ と を 特 徴 と す る プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス コ ー プ が 、 前 記 排 気 口 を 通 過 し た 風 を 受 け 入 れ る た め の 通 気 口 を 有 し 、
　 前 記 送 気 口 と 、 前 記 通 気 口 と が 略 同 一 形 状 で あ り 、 前 記 ス コ ー プ が 前 記 プ ロ セ ッ サ 取 付
け ら れ た 際 に 、 前 記 送 気 口 と 前 記 通 気 口 と が 重 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の
プ ロ セ ッ サ 。
　

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ス コ ー プ 内 の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 様 々 な 回 路 等 に
よ っ て 生 じ る 熱 を 放 熱 さ せ 、 ス コ ー プ 内 を 適 温 に 保 つ 放 熱 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 は 、 一 般 に 、 被 写 体 を 照 明 す る た め の 光 を 照 射 す る 光 源 等 を 備 え た プ ロ セ ッ
サ と 、 ス コ ー プ と で 構 成 さ れ る 。 ス コ ー プ は 、 光 源 か ら の 光 を 被 写 体 に 照 射 す る た め の ラ
イ ト ガ イ ド 等 を 備 え て い る 。 プ ロ セ ッ サ に は 、 光 の 照 射 に 伴 っ て 発 熱 す る 光 源 を 冷 却 す る
た め の 冷 却 用 の フ ァ ン と 、 光 源 か ら の 熱 を 放 熱 さ せ る た め に フ ァ ン か ら 送 ら れ た 風 を 外 部
に 通 過 さ せ る 通 気 口 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 ス コ ー プ に は 、 通 常 、 内 部 を 冷 却 す る た め の 送 風 装 置 、 排 気 口 等 は 設 け ら れ て い
な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 撮 像 素 子 に よ っ て 生 じ る 画 像 信 号 を 処 理 す る こ と に よ り 、 被 写 体 像 を 表 示 す る 電 子 内 視
鏡 装 置 に お い て は 、 一 般 に 、 ス コ ー プ 内 に 、 画 像 信 号 処 理 の た め の 回 路 等 を 配 置 し た 基 板
が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 電 子 回 路 を 備 え た 基 板 等 を 有 す る ス コ ー プ は 、 作 動 時 の
発 熱 に よ っ て 内 部 が 高 温 と な る も の の 、 冷 却 の た め の 装 置 は 設 け ら れ て お ら ず 、 ま た 密 閉
さ れ た 構 造 を 有 す る 。 こ の た め 、 ス コ ー プ 内 の 電 子 回 路 等 は 、 長 時 間 に 渡 っ て 連 続 的 に 使
用 さ れ た 場 合 に お い て は 、 高 温 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 プ ロ セ ッ サ 内 の 送 風 装 置 を 用 い て 、 ス コ ー プ 内 を 適 温 に 保 つ 、 内 視 鏡 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 プ ロ セ ッ サ と 、 プ ロ セ ッ サ に 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る ス コ ー プ
と を 備 え る 。 プ ロ セ ッ サ は 、 送 風 手 段 と 、 送 風 手 段 に よ る 風 を 外 部 に 排 出 す る た め の 第 １
の 排 気 口 を 有 し 、 ス コ ー プ は 、 第 １ の 排 気 口 を 通 過 し た 風 を 受 け 入 れ る た め の 通 気 口 と 、
風 が 通 過 す る 領 域 で あ る ス コ ー プ 側 空 間 領 域 に 配 置 さ れ た 電 子 回 路 基 板 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 プ ロ セ ッ サ は 、 送 風 手 段 に よ る 風 を 外 部 に 排 出 す る 第 ２ の 排 気 口 と 、 風 が 第 １ の 排 気 口
と 第 ２ の 排 気 口 に 向 か っ て そ れ ぞ れ 進 む よ う に 、 風 の 進 行 方 向 を 分 岐 す る 風 向 フ ィ ル タ と
を さ ら に 有 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 プ ロ セ ッ サ は 、 被 写 体 を 照 明 す る た め の 光 を
照 射 す る 光 源 を さ ら に 有 し て お り 、 光 源 が 、 風 向 フ ィ ル タ か ら 第 ２ の 排 気 口 に 向 か う 風 が
通 過 す る 領 域 で あ る プ ロ セ ッ サ 側 空 間 領 域 に 配 置 さ れ る こ と が よ り 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 排 気 口 と 通 気 口 と は 、 ス コ ー プ が プ ロ セ ッ サ に 取 付 け ら れ た 際 に 互 い に 対 向 す る
よ う に 、 そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 、 第 １ の 送 気 口 と 通 気 口 と が
略 同 一 形 状 で あ り 、 ス コ ー プ が プ ロ セ ッ サ 取 付 け ら れ た 際 に 、 第 １ の 送 気 口 と 通 気 口 と が
重 な る こ と が よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ス コ ー プ は 、 送 風 手 段 を 有 す る プ ロ セ ッ サ に 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 内 視 鏡 装
置 の ス コ ー プ で あ る 。 ス コ ー プ は 、 送 風 手 段 に よ る 風 を 受 け 入 れ る た め の 通 気 口 と 、 通 気
口 か ら の 風 が 通 過 す る 領 域 で あ る ス コ ー プ 側 空 間 領 域 に 配 置 さ れ た 電 子 回 路 基 板 と 、 ス コ
ー プ 側 空 間 領 域 を 通 過 し た 風 を 外 部 に 排 出 す る ス コ ー プ 側 排 気 口 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ス コ ー プ 内 の 電 子 回 路 基 板 は 、 通 気 口 を 通 過 し た 風 が 進 む 方 向 に 平 行 に 配 置 さ れ て い る
こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 ス コ ー プ は 、 通 気 口 を 通 過 し た 風 の 進 む 方 向 に 平 行 な 整 流 板 を さ
ら に 有 す る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 ス コ ー プ は 、 通 気 口 か ら の 風 が ス コ ー プ 側 排 気 口 に
向 か っ て 進 む よ う に 、 風 の 進 行 方 向 を 変 え る た め の 風 向 偏 向 板 を さ ら に 有 す る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス コ ー プ 側 排 気 口 は 、 ス コ ー プ に お い て 通 気 口 が 設 け ら れ て い る 面 と は 異 な る 面 に 設 け
ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の プ ロ セ ッ サ は 、 ス コ ー プ が 着 脱 自 在 に 取 付 け ら れ る 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ で
あ る 。 プ ロ セ ッ サ は 、 送 風 手 段 と 、 送 風 手 段 に よ る 風 を 外 部 に 排 出 す る た め の 排 気 口 と を
備 え 、 排 気 口 が 、 ス コ ー プ が プ ロ セ ッ サ に 取 付 け ら れ た 際 に ス コ ー プ に 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ス コ ー プ が 排 気 口 を 通 過 し た 風 を 受 け 入 れ る た め の 通 気 口 を 有 し 、 送 気 口 と 通 気 口 と が
略 同 一 形 状 で あ っ て 、 ス コ ー プ が プ ロ セ ッ サ に 取 付 け ら れ た 際 に 、 送 気 口 と 通 気 口 と が 重
な る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ 内 の 送 風 装 置 を 用 い て 、 ス コ ー プ 内 を 適 温 に 保 つ 内 視 鏡 装
置 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 電
子 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ と 、 ス コ ー プ を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 プ ロ セ ッ
サ と ス コ ー プ を 概 略 的 に 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ は 、 被 写 体 で あ る 患 者 の 体 腔 内 の 撮 影 に 用 い ら れ る ス コ ー プ ２ ０ と
、 ス コ ー プ ２ ０ か ら 送 ら れ て く る 画 像 信 号 を 処 理 す る プ ロ セ ッ サ ３ ０ を 備 え る 。 ス コ ー プ
２ ０ は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に お い て 処 理 さ
れ た 画 像 信 号 に 基 づ く 被 写 体 像 は 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 接 続 さ れ た モ ニ タ （ 図 示 せ ず ） 上 に
表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス コ ー プ ２ ０ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ 図 示 せ ず ） を 備 え た ス コ ー プ 先 端 部 ２ ２ と 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０
に 接 続 す る た め の 連 結 部 ２ ４ 、 通 気 口 ２ ６ を 有 す る 。 ま た 、 ス コ ー プ ２ ０ 内 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ
に よ っ て 生 じ た 被 写 体 像 に 対 応 し た 画 像 信 号 を 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 送 信 す る 前 に 処 理 す る
た め の 信 号 処 理 回 路 等 が 設 け ら れ た Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 （ こ こ で は 図 示 せ ず ） が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は 、 光 源 ３ ２ 、 光 源 ３ ２ に よ る 光 の 照 射 に 伴 う 熱 を 放 熱 し 、 光
源 ３ ２ を 冷 却 す る た め の 風 を 送 る 冷 却 フ ァ ン ３ ４ 、 風 を 外 部 に 送 り 出 す 第 １ 及 び 第 ２ 排 気
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口 ３ ８ 、 ４ ０ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 光 源 ３ ２ は 、 生 じ た 熱 が プ ロ セ ッ サ ３ ０ 内
の 他 の 部 品 に 伝 わ る こ と を 防 ぐ た め に 、 断 熱 性 の 部 材 に よ る 断 熱 壁 ４ ２ に よ っ て 囲 ま れ た
プ ロ セ ッ サ 側 空 間 領 域 Ｐ に 配 置 さ れ て い る 。 冷 却 フ ァ ン ３ ４ と 光 源 ３ ２ の 間 の 断 熱 壁 ４ ２
に は 、 風 を 通 過 さ せ る た め の 風 向 フ ィ ル タ ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 冷 却 フ ァ ン
３ ４ か ら の 風 は 、 プ ロ セ ッ サ 側 空 間 領 域 Ｐ を 通 過 し て 、 第 １ 又 は 第 ２ 排 気 口 ３ ８ 、 ４ ０ か
ら 排 出 さ れ る 。 な お 、 第 １ 排 気 口 ３ ８ と ス コ ー プ ２ ０ の 通 気 口 ２ ６ と は 、 略 同 一 の 形 状 を
有 し 、 ス コ ー プ ２ ０ と プ ロ セ ッ サ ３ ０ と の 接 続 時 に 、 互 い に 重 な る よ う に 対 向 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 光 源 ３ ２ 側 か ら 見 た 風 向 フ ィ ル タ ３ ６ を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ は 、 ス コ ー プ ２ ０
が プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 接 続 さ れ た 状 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 風 向 フ ィ ル タ ３ ６ に は 、 ス コ ー プ 側 通 風 口 ４ ４ と 、 光 源 側 通 風 口 ４ ６ が 設 け ら れ て お り
、 冷 却 フ ァ ン ３ ４ か ら の 風 の 進 行 方 向 を 分 岐 さ せ る 。 す な わ ち 、 冷 却 フ ァ ン ３ ４ か ら 送 風
さ れ 、 ス コ ー プ 側 通 風 口 ４ ４ を 通 過 し た 風 は 、 風 向 板 ４ ８ に よ っ て 風 向 き を 変 え ら れ 、 光
源 側 通 風 口 ４ ６ を 通 過 し た 風 は 、 そ の ま ま 直 進 す る 。 こ の 結 果 、 プ ロ セ ッ サ 側 空 間 領 域 Ｐ
に お い て 、 風 の 一 部 は 、 矢 印 Ａ が 示 す よ う に 、 第 １ 排 気 口 ３ ８ に 向 か っ て 進 み 、 一 部 は 、
矢 印 Ｂ が 示 す よ う に 、 光 源 ３ ２ に 当 た る よ う に 進 ん で 、 熱 を 奪 い つ つ 第 ２ 排 気 口 か ら プ ロ
セ ッ サ ３ ０ の 外 に 排 出 さ れ る （ 図 ４ 参 照 ） 。 第 １ 排 気 口 ３ ８ を 通 過 し た 風 は 、 通 気 口 ２ ６
を 介 し て 、 ス コ ー プ ２ ０ 内 に 送 り 込 ま れ る 。 な お 、 冷 却 フ ァ ン ３ ４ は 、 ス コ ー プ ２ ０ が プ
ロ セ ッ サ ３ ０ に 接 続 さ れ 、 光 源 ３ ２ が 光 を 照 射 す る 間 、 自 動 的 に 風 を 送 風 す る よ う に 制 御
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 風 が 送 り 込 ま れ た 状 態 の ス コ ー プ ２ ０ の 上 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 風 が 送 り 込 ま
れ た 状 態 の ス コ ー プ ２ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ は 、 ス コ ー プ ２ ０ 内 に 送 り 込 ま れ た 風 が 通 過 す る 領 域 で あ る ス コ ー プ 側
空 間 領 域 Ｓ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ は 、 風 が そ の 表 面 に 沿 っ て 進 む
よ う に 、 矢 印 Ａ の 示 す 風 向 き と 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 風 の 通 路 を 形 成 し 、 風 が
Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ か ら 離 れ る こ と を 防 ぐ た め に 、 ２ 枚 の 整 流 板 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 整 流
板 ５ ０ は 、 通 気 口 ２ ６ を 通 過 し た 風 の 風 向 き と 平 行 に 、 す な わ ち Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ に 平 行 に
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 ス コ ー プ ２ ０ の 上 面 ２ ０ Ｕ に は 、 風 を 外 部 に 逃 が す た め の ス コ ー プ 側 排 気 口 ５
２ が 設 け ら れ て お り 、 ス コ ー プ ２ ０ 内 に は 、 ス コ ー プ 側 空 間 領 域 Ｓ を 通 過 し た 後 の 風 を ス
コ ー プ 側 排 気 口 ５ ２ に 向 か わ せ る よ う に 、 風 向 き を 変 え る 風 向 偏 向 板 ５ ４ が 設 け ら れ て い
る （ 図 ６ 参 照 ） 。 ス コ ー プ 側 排 気 口 ５ ２ は 、 連 結 部 ２ ４ と 通 気 口 ２ ６ と が 設 け ら れ て い る
面 と は 異 な る 面 に 設 け ら れ て い る の で 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ と ス コ ー プ ２ ０ と を 接 続 し た 状 態
で も 、 閉 塞 さ れ な い 。 こ の 結 果 、 高 温 の 風 は 、 矢 印 Ｃ が 示 す 方 向 に 進 み 、 速 や か に ス コ ー
プ ２ ０ 外 に 送 り 出 さ れ る 。 以 上 の こ と か ら 、 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ の 表 面 に お い て 生 じ る 熱 は 、
風 に よ っ て 効 率 的 に 放 熱 さ れ 、 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ は 適 温 に 保 た れ る 。 な お 、 図 ６ に お い て は
、 説 明 の 便 宜 上 、 整 流 板 ５ ０ が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス コ ー プ ２ ０ に 設 け ら れ た 通 気 口 ２ ６ 、 ス コ ー プ 側 排 気 口 ５ ２ 、 及 び プ ロ セ ッ サ ３ ０ に
設 け ら れ た 第 １ 及 び 第 ２ 排 気 口 ３ ８ 、 ４ ０ は 、 い ず れ も 、 風 の み を 通 過 さ せ 、 機 器 の 内 部
に 異 物 等 が 侵 入 す る こ と を 防 ぐ た め に 、 フ ィ ル タ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 プ ロ セ ッ サ ３ ０ 内 の 光 源 ３ ２ を 冷 却 す る 冷 却 フ ァ
ン ３ ４ を 有 効 に 活 用 し 、 ス コ ー プ ２ ０ 内 に 風 を 送 り 込 む こ と に よ り 、 発 熱 す る Ｄ Ｓ Ｐ 基 板
２ ８ を 備 え た ス コ ー プ ２ ０ 内 を 適 温 に 保 つ 電 子 内 視 鏡 装 置 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ は 、 効 率 的 な 放 熱 の た め に 、 風 が そ の 表 面 に 沿 っ て 進 む よ う に 配 置 さ れ
て い る こ と が 好 ま し い が 、 風 が 当 た り 、 適 度 に 冷 却 さ れ る 限 り 、 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 ２ ８ の 配 置 は
本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る 電 子 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ と 、 ス コ ー プ を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 プ ロ セ ッ サ と ス コ ー プ を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 風 向 フ ィ ル タ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ス コ ー プ が プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 状 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 風 が 送 り 込 ま れ た 状 態 の ス コ ー プ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 風 が 送 り 込 ま れ た 状 態 の ス コ ー プ の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡 装 置
　 ２ ０ 　 ス コ ー プ
　 ２ ６ 　 通 気 口
　 ２ ８ 　 Ｄ Ｓ Ｐ 基 板 （ 電 子 回 路 基 板 ）
　 ３ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
　 ３ ２ 　 光 源
　 ３ ４ 　 冷 却 フ ァ ン （ 送 風 手 段 ）
　 ３ ６ 　 風 向 フ ィ ル タ
　 ３ ８ 　 第 １ 排 気 口 （ 第 １ の 排 気 口 ・ 排 気 口 ）
　 ４ ０ 　 第 ２ 排 気 口 （ 第 ２ の 排 気 口 ）
　 ５ ０ 　 整 流 板
　 ５ ２ 　 ス コ ー プ 側 排 気 口
　 ５ ４ 　 風 向 偏 向 板
　 Ｐ 　 プ ロ セ ッ サ 側 空 間 領 域
　 Ｓ 　 ス コ ー プ 側 空 間 領 域
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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出。 风有效地消散了在DSP板28的表面上产生的热量并冷却了DSP板
28，从而将内窥镜20的内部保持在适当的温度。 [选择图]图6
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